
曾導潔 堅學大:國帝:都県

叢論藩鯉
號 二 節 巻;匠 十 節
行 甦 日 一 月 八 年 一 十 正 大

恐
㎜

…叢

交
通

税

の
捕
捉
す

べ
き
給
付
能
力

支

那
の
古
典
に
見

篇

た
・
肚
會

政
策

・

経
済
道
と
経

済
術

小
作
制

と
小
作
法

時

輪
醐

支
那

の
改
造

と
国
際
管

理

戸
敷

割
を
論
ず

・

物
偵
問
題
私
論

・

岨説

苑

ジ

ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
私
有
椹

論

皿雑

録

纒
濟
學

の
革
命

・

大

學
生

の

一
年
間

の
學
費

・

渋
墨
博
士

法
華
博
士

・

法

華

士

渋
墨
博
士

法
學
博
士

法
學
博
士

渋
墨
博
十

脛
濟
畢
十

D

法
學
博
士

繹
濟
學
士

瀞

戸

正

雄

田

島

錦

治

作

田

荘

一

河

田

嗣

郎

末

廣

重

雄

小

川

郷

太

郎

山

本

美

越

乃

岩

城

忠

一

河

上

肇

藤

野

靖

r

r
髭

墜

」直

臥
.
睾

「
疑
.
、'
～

拒

」h
亀
↑
ド

f

ド

"、
レ
h
「
畠h芦

卜

、恥
.

ボ

、～ 、_



時

二人

置涌

「

支
那
の
改
造
ε
國
際
管
理

末

廣

重

雄

陶

奉
直
戦
争

に
於

い
て
直
隷
派
勝
利
の
結
果
徐
大
総
統
が
下
野
す
る
に
及
び
「
直
隷
派

の
曹
錫
呉
楓
孚
及
び
天
津

に
在

る
曹
國
會
議
員
等
は
黎
元
浜
に
大
総
統
な
る
こ
ε
を
求
め
た
。
黎
民
は
各
省
の
督
軍
廃
止

ε
共

に
全
国
に
亘

っ
て

一
律
に
裁
兵
を
實
行
ず

る
こ
ピ
を
條
件
こ
し
て
就
任
を
承
諾
し
た
が
、
此
の
裁
兵
な
.る
こ
亡
は
決

し
て
氏
凋

特
の
意
見
で
は
な

い
。
督
軍
廃
止
ε
共
に
中
華
艮
國
創
立
以
来
の
大
問
題
で
あ
っ
て
、
今
日
支
那
の
国
民
的
希
望

ε
な
り
各
地
方
に
要
求
の
聲
が
濃
ぎ
り
渡

っ
て
み
る
。
更

に
支
那
改
造
の
矯

め
に
裁
兵
の
必
要
で
あ
る
こ
ε
は
外

囲
人
に
依

っ
て
も
屡
々
唱

へ
ら
れ
、

ぜ
イ

・
オ
ー
・
ピ
「
・
ブ
ラ
ン
ド
、の
如
き
も
亦
列
国
が
支
那
を
援
助
し
て
、

其

の
政
造
の
矯
め
に
第

一
に
實
行
せ
し
む

べ
き
こ
巴
は
督
軍
の
擁
す

る
軍
隊
の
解
散
で
あ
る
ε
云
ひ
、
裁
兵
の
繕
封

9的
必
要
を
主
張
し
て
み
る

(旨
○
・即
里
雪
」
・
∩
匿
昌
p
こ
餌
腿
昌
昌
無
因
O「$

で
・=
団
・)
Q

時

論

支
那

の
改
造

ξ
国
際
管
理

第
十
五
巻

(第
二
號

七
九
)

二
二
九

9



時

論
.

支
那
の
改
造
こ
圃
際
管
理

・

第
十
五
巻

(第
二
號

八
○
)

二
三
Q

.

華
府
會
議

に
於
て
も
、
其

の
大
卒
洋
及
び
極
東
問
題
委
員
會
ば
支
那
關
視
引
上
決
議

に
關
す

る
附
帯
決
議
こ
し

て
、
、支
那
に
卦
す

る
裁
兵
渤
告
の
決
議
を
し
た
。
共

の

一
節

に
日
く
.

本
會
議
は
毛
頭
支
那
の
内
政
に
干
渉
す
る
の
意
思
な
滅
、
支
那
が
自
己
の
利
益

ご
通
商

の

一
般
的
利
益
の
爲
め

に
有
力
且

っ
鞏
固
な
る
政
府
を
獲
達
維
持
す
る
こ
ε
を
誠
實

に
希
望
し
.
且

つ
企
業
及

び
国

民
的
幸
輻
に
謝
し

て
大
な
↑る
障
碍

`
な
る
べ
き
亘
額
の
経
費
を
置
・備
の
制
限
に
候
う
て
減
縮
す

る
こ
ε
を
目
的
ε
す
る
本
會
議
の

精
瀞
に
依

っ
て
刺
激
せ
ら
れ
、
支
那
政
府

が
軍
隊
及
び
軍
事
費
を
削
減
す

る
爲
め
、
.直
接
且

っ
布
敷
な
る
手
段

を
探
る
こ
ε
を
熱
烈
に
希
堅
す

る
旨
を
支
那
政
府

に
射
し
て
表
明
す
る
こ
ご
を
決
議
す
。

-

支
那
の
政
治
的
財
政
的
肚
會
的
事
情

ご
軍
備
縮
小
の
世
界
的
趨
勢
ご
は
、
.斯
く
の
如
く
裁
兵
を
現
下
の
大
問
題

た
ら
し
む
る
こ
ε
に
奪

っ
た
。
是
よ
り
進

ん
で
支
.那
改
造

の

一
手
段

ε
し
て
の
裁
兵
を
説
き
、
次
て
城
兵
等
の
政

造
事
業
が
引
出
す

べ
き
支
那
の
国
際
管
理
問
題

臆
論
及
す

る
で
あ
ら

・
。

二

斯
く
の
如

く
、
裁
兵
が
支
那
改
造

の
第

一
義
た
る
こ
ご
は
内
外
人
の
等
し
一
認
む
る
ε
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
恐
ら

く
之
を
否
定
す
る
者
は
あ
乃
ま

い
つ
然
ら
ぜ
何
故
忙
裁
兵
は
必
要
で
あ
る
か
。

ロ
ド

ニ
ー
・
ギ
ル
バ
ー
ト
(
氏
の
「
支

那
軍
隊
整
理
案
」
は
雑
誌
「
支
那
」
第
十
巻
第
十

二
槻
第
十
三
概
第
十
四
號
に
澤
載
せ
ら

る
)
の
意
見
を
約
言
す
れ

ば
、
.督
軍
の
,下
に
あ
る
軍
隊
は
外
國
に
野
し
て
支
那
の
国
家
的
利
益
を
防
護
す

る
の
力
な
く
国
防
上
無
用
の
長
物

9



,

で
あ
る
ε
同
時

に
、
凾
内
秩
序

の
維
持
の
薦

め
に
も
亦
不
必
要
で
あ
る
。
否
な
寧
ろ
有
害

で
あ
る
。
支
那
に
於
て

は
軍
隊
の
出
動
す
る
所
.
必
ず
掠
奪
.
暴
行
、
凌
辱
等
あ
ら
ゆ
る
罪
悪
が
行
は
れ
、
地
方
商
工
業
の
停
止
を
來
し

民
衆
を
窮
困
せ
し
め
る
、
加
ふ
る
に
督
軍
は
各
其
の
手
兵
た
る
軍
隊
を
擁
し
て
細
大
の
勢
力
を
有
し

.
政
治
上
に

騒
唇
跳
梁
す

る
。
之
が
矯
め
中
央
政
府
及
び
國
會
も
其

の
椹
力
の
基
礎
を
失
ひ
、
支
那
の
内
齪
南
北
の
劃
峙

の
如

き
皆
之
に
起
因
す

る
の
で
あ
る
。
支
那
の
和
牛
統

一
の
爲
め
、
支
那
人

の
安
寧
幸
輻

の
爲
め
、

一
日
も
速

に
裁
兵

〆

を
断
行

せ
ね

ば
な
ら

鳳
ご
云

ふ
の
で
あ

る
。

黎

元
激
は
就
任

の
際
獲

し
だ
裁
兵
廃
督

に
關
す

る
通
電

中
に
城

兵

の
行
は

れ
ざ

る

べ
か
ち

ざ
る

こ
ε
を
力
説

し

て
み
る
。

曰
く

練

兵

の
定
数

は
園
防

に
基

く
。
隊
戦

既

に
終

っ
て

列
國
皆
軍
備
を
縮

小
す

る
に
濁

り
我

国
積

貧

に
し
て
其

の
兵

額

の
多

き

こ
蓬
人
を
骸

か
す

も

の
あ

り
。
最
近
或

に
裁

兵
を
行

ふ
こ
ε
み

る
も

、
要
す

る
に
前

に
省

し
後

に
増

し
、
此

に
増

し
彼

に
損

し
、

一
遣

一
召
費
を
摩
す

る
こ
ε
更

に
多

し
。
之
を
遣

れ
ば
兵
散

じ

て
匪

こ
な

り
、
之

を

召
け
ば
匪

聚

っ
て
兵

`
な
り
、
人

ε
し
て
兵
な
ら

ざ

る
な

く
、
兵

ε
し

て
匪
な
ら
ざ

る
憶
な

し
。

兵
を
擁
す

る
こ
ε
大
な

る
も

の
を
雄

ε
な
せ
し

に

よ
b

、
督

軍
各
其

の
地

方
の
租

税
を
抑
留
し

て
中
央

に
迭
ら

す

、

之
が
薦

め
財
政
窮

遣
を
頼

む
る

に
至

る
。

裁

兵

の
理
由

は
殆

ん
ご
以
上

に
霊

き
て

み
る
で
あ
ら

う
。
裁

兵

は
實

に
政
治
上
財
政
上
乱
會

上
各

方
面
よ

り
親

時

論

支
那
の
改
造
ご
国
際
管
理

歯
夘十
五
巻

(第
二
號

入
.「
)

二
三
」
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」

時

論

支
.那
の
改
造
定
国
際
管
理

第
十
五
巻

(第
二
號

八
二
冒

二
=
=
～

て
、
目
下
の
急
務
で
あ
る
ε
云
は
ね
ば
な
.ら
諏
。
而
し
て
共
の
断
行
に
伸
ふ
て
支
那
の
国
論
た
る
督
軍
麟
止
も
亦

行
は
れ
、
支
那
政
府
は
財
政
上

の
窮
乏
よ
り
兎
か
れ
、
人
民
は
其
の
疾
苦
よ
り
救
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
裁
兵
は
支

那
政
造

の
第

一
.手
段
で
あ
る
。

三

然
ら
ば
如
何
な
る
程
度
ま
で
支
那
軍
隊
を
裁
撤
す

べ
き
か
、
其
の
善
後
策
如
何
等
の
黙

に
閲

し
て
も
内
外
識
者

の
意
見
は
大
同
小
異
で
あ
る
。
多
く
は
現
在
の
軍
隊
を
大
に
縮
小
し
て
精
鋭
な
る
国
軍
を
編
成
し
、
而
し
て
解
散

兵
に
職
業
を
奥

へ
て
、
彼
等
が
散
じ
て
土
匪
涜
職
ε
な
る
を
防
止
せ
ん
ε
す
る
の
で
あ
る
。
第

一
に
プ
ラ

ソ
ド
の

裁
異
業
を
左
に
紹
介
す

る
。

先
づ
北
部
及
び
中
部
諸
省

に
於
て
城
兵
を
開
始
し
、
小
銃
弾
薬
、
其
他

一
切
の
武
装
を
引
渡
す
異
土

に
謝
し
て

は
、
四
囲
銀
行
團
代
表
者
の
直
接
監
督
の
下
に
、
給
料
ご
共
に
故
郷

へ
の
族
費
を
支
彿

ふ
べ
き
で
あ
る
。
支
那

人
中
往
々
に
し
て
、
裁
撤
せ
ら
れ
た
る
兵
士
が
土
匪
に
化
し
τ
地
方
の
雫
和
を
縄
説
す

る
を
防
止
す
る
た
め
、

列
國
は
此
等
兵
士
を
向
ふ
敷
年
間
土
木
事
業
に
使
役
す

る
に
必
要
な
る
資
金
を
供
給
す

べ
き
で
あ
る
、
ご
云
ふ

者
が
あ
る
け
れ
ご
も
隔
之
は
例
に
依

っ
て
例
の
如
く
、
外
囲
人
を
欺

い
て
私
腹
を
肥

さ
ん
`
す

る
支
那
人
の
奸

策
に
過
ぎ
億
で
あ
ら
う
。

裁
撤

せ
ら
る
べ
き
兵
士

の
歎
は
南
方
の
藪
省
を
除
け
ば
先
づ
六
十
萬
人
を
越
え
諏
で
あ
ら
う
。
此
等
少
人
敷
の

、

■



者
が
.給
料
ご
族
費
の
支
給
を
受
け
な
が
ら
、
街
其
上
に
財
政
的
援
助
を
得

る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
李
和
的
職
業
に
就

く
こ
ξ
が
出
家

鳳
ε
は
信
せ
ら
れ
諏
次
第
で
あ
る
。
然
し
便
宜
の
問
題
ε
し
て
道
路
、
鍛
造

の
改
良
、
治
水
事

業

誓
の
爲
め
土
木
工
事
委
員
會
を
設
け
、
之
を
し
て
解
散
兵
の
使
役
事
務
を
取
扱
し
む
る
こ
ε
は
必
ず

し
も
不

可
で
な
い
。
(前
眠
プ
ラ
ソ
ド
著
コ
支
那
日
本
及
び
朝
鮮
」
第
百
十
八
頁
以
下
)

ロ
ド
ニ
ー
・
ギ
ル
バ
ー
ト
も
大
騰

に
於
て
ブ
ラ
ン
ド
ε
主
張
を
同
ふ
す

る
。
氏
の
獲
表
し
た
軍
隊
裁
撤
案
綱
領

に
依
れ
ば
、
支
那
陸
軍
は
牢
晴
人
員
を
約
二
十
五
萬
ε
し
て
之
を
二
十
五
師
團
に
編
成
す
る
こ
ε
}
し
、
此

の
標

準

に
依

っ
て
現
在
の
軍
隊
を
裁
撤

し
、
小
銃

一
挺
弾
薬

一
.百
獲
以
上
を
提
供
す
る
者

の
み
を
以
て
解
散
軍
隊

に
慶

す

る
者

ε
見
倣
し
、
此
等
の
者

を

一
定
の
條
件
の
下
に
悉
く
牧
碧
し
て
土
木
事
業
に
餐
事
せ
し
む

べ
し
ご
す
る
の

で
め
る
。
而
し
て
氏
は
裁
兵
ε
同
職

に
、
現
行
軍
制
の
根
本
的
改
革
を
行
ふ
て
將
來
に
於
け
る
私
兵
の
瑛
生
を
防

止
す
る
方
策
を
講
ず
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
裁
兵
は
徒
に
軍
隊
頭
目
の
私
腹
を
肥
す

こ
ε

、
な
り
、
更
に
遠

か
ら
ず

裁
兵
問
題
の
再
燃
を
見

る
に
至
る
で
あ
ら
う
己
論
じ
て
み
る
。
.

・

、

孫
交
も
亦
城
兵
論
者
で
あ
る
。
氏
が
去

る
六
月
七
日
呉
侃
孚
に
謝
し
て
獲
し
た
電
報
に
於
て
、
取
敢

へ
す
現
在

の
軍
隊
孚
歎

の
裁
款
を
以
て
、
南
北
間

の
停
戦
隆
件
こ
す

べ
き
こ
ピ
を
宣
言
七
、
而
し
て
氏
は
二
十
萬
乃
至
三
十

萬
の
兵
を
新

に
徴
集
し
て
国
軍
を
編
成
す

る
ピ
同
時

に
現
在
の
軍
隊
は
漸
歌
之
を
裁
撤
し
、
裁
撤
し
把
る
兵
士
は

悉
く
之
を
工
に
化
す

べ
し
ε
い
ふ
意
見
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
」
氏
の
宣
言
に
曰
く

時

論

支
那
の
改
造
孟
国
際
管
理

第
十
五
巻

(第
二
號

八
亡
じ

二
三
三

」
.

の



時

論

支
那
の
改
造
ぐL圃
際
管
理

第
十
五
春

(第
二
號
.

八
四
)

二
三
四

軍
興

以
來
英
領
前

に
比

し
て
僧

徒

に
至

る
。
此

等
の
.兵
士

は
風
間

よ
り
出

で

工
不
法

武
力

の
駆

使
す

る
こ

こ
ろ

ε
な

る
。

　
旦
淘
汰

し
て
急

に
其

の
業
を
失
は

し
む

る
は
不
可
な

か
。
故

に
悉

く
改

め
て
工
兵

ε
な
し
、
統
率

編
成

一
切
醤

の
如
く

、
其
.の
武
器

を
牧

め
工
具

を
與

へ
、
無

目
⊥
ハ
時
間
.乃
至
八
時
間

の
勢

働
を
爲

さ
し
.め
、
道

路

の
.修
繕
其
他

の
工
.事

に
徒

事
せ

し
め
、
其

の
月

給

は
百
元
以
上

の
者

は
五
割
を

加

へ
、
亘

兀
以
下

の
者

は
倍

」を
加

へ
云

々
.
.
.

`

此

他
呉
蝋
孚

の
城
兵
許
諾

こ
し
て
廓

ふ
る
ε
こ
.ろ
の

も

の
も
、
其

の
骨
子

に
於

て
如

上
の
諸
案

電
略
ぼ
同

一
で

あ
る
。
要
す

る
に
、
大
禮

に
於

て
叙

上

の
方

法
に
依
り
支

那
陸
軍

の
現
在

の
兵
員
約
百

三
十
萬
「髄
ご
を
大
.罵
裁
撤

す

る
爲
.め
に
は
、

一
時

は
可
な
b
互
額

の
費

用
を

要
す

る
で
あ
ら
う

け
れ
.ε
も
、
其

の
断
行

を
困
難

な
ら

し
む

る

程
高

償
の
も

の
で
な

い
。

而

か
も
裁

兵
役
は

軍
事
費

を

大

に
軽
減

し
財
政

上

の
負
捲
を
頗

る
緩

和
す

る
こ
ざ
が
出

来

る
の
で
あ

る
。
其

わ
に
も
拘

は
ら
ず

裁
兵

の
容

易

に
行
は

れ

漁
は
何
故
で
あ
ら
う

か
。

「註
二
」
,

「註
一
」支
那
の
陸
軍
の
兵
力
に
第

[革
命
の
終
に
に
約
八
十
万
一
九

一
九
年
上
海
和
準
會
議
の
頃
に
に
約
百
万
一
九
二
Q
年
ド
は
約
百
三
十
万
に
上
ろ

ピ
計
算
ぜ
ら
ゐ
。
も
つ
ε
ε
も
之
に
概
算
で
あ
っ
て
正
確
な
ろ
兵
力
々
知
ざ
こ
亡
は
困
難
で
め
ろ
。

「註
=
」蒋
百
里
(曾
て
我
国
の
士
官
単
核
た
卒
業
し
後
濁
逸
に
留
學
し
た
る
人
)
の
裁
兵
案
に
依
れ
ば

　
個
の
兵
士
に
謝
し
裁
兵
の
時
三
個
月
の
食
料
一
.一

十
=
兀
旅
費
九
元
合
し
て
三
+
元
々
支
給
す
る
・ぎ

ε
す
れ
ば
三
百
元
々
以
て
+
萬
の
具
な
識
す
る
こ
ε
が
出
来
ろ
。
二
†
萬
元
あ
ら
ば
六
百
萬

.

元
々
以
て
足
れ
り
ε
す
ろ
。
然
る
ミ
こ
ろ

一
.個
の
兵
士
に
毎
月
食
料
七
元
一
個
年
入
+
四
元
其
外
制
服
等
の
費
用
な
見
積
れ
ば
合
計
約
百
元
々
要

す
ろ
か
ら

二
†
萬

の
裁
兵
11
翌
年
の
國
距

に
二
千
萬
元
の
剰
餓
々
生
す

る
こ
ミ

な

る
。
此
他

二
千
萬
元
な
用
意
し
て
生
産
事
業
に
投
じ
解
散
兵

の
土
匪

こ
な

み
か
防
止
す

ゐ
ミ
し
て
最
初
に
二
千
五
百
萬
元
の
肇
備

が
あ
れ
ば
五
年
計
謡
で
亦
萬

の
兵
士

の
裁
撤
が
容
易

に
出
來
み
こ

ピ
に
π
ろ
軌

■



四

内
外
人
よ
b
支
那
改
造
の
第

一
歩

こ
し
て
冒
せ
ら
る

、
裁
兵
が
近
き
將
來

に
於

て
貴
行
せ
ら
る
、
や
否
や
は
大

に
南

北
統

一
の
成
否
に
繋

っ
て
み
る
。
然

る
ε
こ
ろ
奉
直
戦
争
後
間
も
な
く
民
国
六
年
國
會
解
散
令

の
取
消
倉
出

で
.

一.時
南
北
統

一
は

}
薦
千
里
の
勢
を
以
て
進
展
す

る
形
勢
が
見
え
て
み
た
が
、
間
も
な
く
南
方
に
於
て
も
、

北
方

に
於
て
も
内
訌
が
始
ま
り
、
目
下
開
會
準
備
中
の
奮
國
會
も
憲
法
制
定
及
び
大
総
統
選
翠
.に
必
要
な
る
法
定

数
を
得
る
こ
ε
が
疑
は
し
く
な
り
、
統

一
の
前
途
再
び
暗
澹
把
る
こ
ざ
に
な

つ
淀
。
惟

ふ
に
薔
國
會
恢
復
、約
法
擁

護
ε
云
ふ
こ
ε
は
南
北
対
峙

の

一
口
實
に
温
ぎ
な
い
の
で
あ

っ
て
、
實
は
南
北
各
勢
力
の
間

に
感
情
や
利
害
や
の

不
調
和
が
あ
b
、
幾
多
融
和
を
困
難
な
ら
し
む
る
事
情
が
あ
る
の
で
あ
る
。
而
か
為
支
那
南
北
の
有
力
者
に
は
我

国
維
新
當
時
に
出

で
た
る
西
郷
其
他

の
志
士

に
見
る
が
如
き
救
国
救
民
の
誠
意
が
な
く
、
私
を
以
て
公
に
殉
ず
る

犠
牲
的
精
神

に
乏
し

い
。
是
が
過
去

に
於
て
支
那
わ
蕪
孚
軋
轢
の
原
因
ご
な
り
將
來
に
於

て
も
其
の
和
李
統

一
を

困
難
な
ち
し
む
る
所
以

で
あ

っ
て
、
何
人
ε
錐
も
南
北
統

一
近
く
に
あ
り
ε
断
言
す
る
の
勇
魚
が
あ
る
ま

い
。
而

し
て
裁
兵
は
南
北

[
致
し
て
同
時
に
之
を
實
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
め
る
か
ら
、
南
北
劃
隠
す

る
限
り
裁
兵
は
云

ふ
べ
.く
し
て
行

ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
幸

に
し
て
吾
人
の
期
待
を
裏
切
り
南
北
統

一
成
る
ε
し
て
も
、

裁
兵
は
決
し
て
無
造
作
に
貴
行
せ
ら
れ
る
も

の
で
は
な

い
。
黎
元
洪
の
城
兵
塵
督

の
主
張
に
鋤
彫
て
曹
錫
呉
偲
孚

に
賛
成
で
あ
る
ε
答

へ
、
年
来
裁
兵
旗
督
を
主
張

し
た
盧
永
祚

の
如
き
は
、
今
日
の
好
機
會
に
遭
遇
し
國
家
の
爲

時

論

支
那
の
改
造
ミ
国
際
管
理

第
十
五
巻

(第
二
號

八
五
)

二
三
五

,



時

論

支
那
の
改
造
ε
國
際
管
理

.

第
十
五
巻

(第
二
號

八
六
)

二
三
六

め
犠
牲

ε
な

る
を
吝
ま
す

ざ
構

し
て
漸

江
督

軍

の
職
を

僻

し
た

ざ
う

で
あ
る
コ

け
れ
こ
も

、
盧

氏

の
僻
職

に
は
色

々
動
機
が
あ

っ
て
、
必
ず

し
も
奉
公

の
精

神

に
出

で
た
も

の
で
は
な

い
や
う

で
あ
り
、

一
般
督

軍

に
至

っ
て
は
偉

大
な

る
纏
勢

ε
利
益

ご
を
彼
等

に
與

ふ
る
督
軍

の
地
.位

を
惜
気

も
な

く
抛
棄

し
さ
う

に
も
な

い
。
磨

督

の
聲

が
高

い
か
ら
陽

に
は

之

に
反
謝

せ
漁
ご
し

て
も
陰

に
は

之
に
妨
害

を
加

へ
、
從

っ
て
乗
替
軍

の
権
勢

を
築

ぎ
上
げ

る
手

段

た

る
軍
隊

の
裁

徹

に
劃

し
て
故
障
を
挾
.み
、
其

の
断

行

を
困
難
な

ら
し
め

る
で
あ
ら

う
。

O

.

兎
に
角
裁
兵
に
は
南
北
統

一
が
先
決
問
題
で
↑

、
其
他

の
支
那
改
造
事
業
も
亦
同
様
で
あ
る
。
然
る
ε
こ
ろ

南
北
統

一
は
此
際
困
難
で
あ
ら
う
か
ら
、
從

っ
て
支
那
改
造
の
前
途
も
亦
悲
観

せ
ざ
る
を
得
な

い
が
、
萬

一
幸
に

し
て
統

　
成
れ
ば
裁
兵
等
の
支
那
改
造
事
業
は
實
際
問
題
ε
な
り
之
に
俘

ふ
て
脛
費
の
問
題
を
生
す

る
こ
ε
に
な

る
。
然
る
ε
こ
ろ
民
國
六
年
以
来
者
省
よ
り
中
央

に
逡
る
べ
き
牧
人
は
地
方
に
抑
留
せ
ら
れ
、
之
が
矯
め
目
下
北

京
政
府
は
国
際
管
理
の
下
に
あ
る
關
視
及
ぴ
撞
視

の
剰
鹸
若
干
、
其
他
僅
少
の
牧
入
あ
る
の
み
で
財
政
窮
乏
、
官

吏
の
俸
給

さ

へ
満
足
に
支
携
ひ
得

ぬ
や
う
な
次
第
で
あ
る
か
ら
、
南
北
統

一
し
て
も
財
政
改
善
は
容
易
の
業
で
あ

る
ま
い
。
否
な
改
善
の

「
手
段

`
し
て
の
裁
兵
に
は
何
よ
り
も
先
づ
資
金
が
要
り
鞠
此
の
資
金

の
供
給
は
之
を
外

債
に
仰
が
ね
ば
な
ら

澱
。

-

五

列
國
は
支
那
の
改
造
を
援
助
せ
ね
ば
な
ら
諏
こ
ε
を
豫
期
し
て
み
る
。
極
東
條
約
第

一
條

に
、
-支
那
を
除
く
各

●



締
約
国
は
支
那
に
謝
し
有
力
且

っ
安
固
な
る
政
府

の
樹
立
及
び
維
持

の
爲
め
最
も
完
全
に
し
て
且

つ
障
害
な
き
機

會
を
與
ふ

べ
し
ご
め
る
は
内
列
国
は
支
那
の
現
瓶

に
満
足
せ
す
、
眞
に
民
意
を
代
表
す
る
有
力
な
る
政
府
の
出
現

を
希
望
し
、
而
し
て
支
那
が
自
ら
此

の
事
業
を
完
成
せ
ん
こ
`
を
欲
求
し
、
之
が
爲
め
に
は
内

歌
干
渉
ε
な
ら
ぬ

限
り
支
那
に
援
助
を
奥

へ
、
資
金
を
必
要
ε
す
れ
ば
支
那
よ
り
中
側
で
め
る
場
合
之
に
慮
す
る
の
意
あ
る
こ
`
を

示
す

の
で
あ
る
。
然
し
此

の
援
助
を
與

へ
資
金
を
供
給
す
る
に
は
時
期
が
あ
り
、
而
し
て
其
の
時
期
は
未
だ
到
來

せ
な

い
ε
思
は
れ
る
。
去

る
五
月
末
北
京

に
於
て
開
督
し
た
日
英
米
佛
四
國
公
便
會
議
は
、
「
現
在

の
支
那
に
は
呉

係
争
の
外
認
む

べ
き
勢
力
が
な
い
。
奨
氏
は
醤
國
會
を
恢
復
し
、
憲
法
を
制
定
し
、城
兵
を
断
行
せ
ん
ご
し
つ
、
あ

っ
て
列
国
の
財
政
的
援
助
を
望
ん
で
み
る
。
支
那
に
有
力
且
っ
安
固
な
る
政
府
を
樹
立
す
る
爲
め
最
も
完
全
に
し

て
且

つ
障
害
な
き
機
會
を
與
ふ

べ
き
こ
ご
を
約
定
せ
る
極
東
條
約
第

一
條
の
趣
旨

に
撮
り
、
呉
楓
孚
の
勢
力
の
下

に
鞏
固
な
る
政
府
を
樹
立

せ
し
む
る
凋
め
、
四
國
銀
行
團
を
し
て
支
那
の
政
治
借
歎
に
怨
せ
し
め
て
差
支
な
し
」

ご
議
決
し
て
各
々
其

の
本
.國
政
府
の
諒
解
を
求
め

だ
が
、
支
那
の
政
.局
混
沌

`
し
て
如
何
に
獲
慶
す
る
や
未
だ
割

燃

せ
ざ
る
に
も
拘
は
ら
す
、

一
窯

一
派
を
援
助
せ
ん
ε
す

る
は
大
早
計
で
あ
る
ε
云
は
ね
ば
な
ら
漁
。
我
が
政
府

が
暫
ら
く
形
勢
を
観
望
す

る
に
如
か
す

ε
し
て
、
此
の
決
議

に
慮

ぜ
な
か

っ
た
は
當
然
の
こ
ε
で
あ
る
。

然
し
和
甲
統

一
の
見
込
立

つ
場
合
に
は
、
列
國
は
支
那
改
造
に
資
せ
ん
が
爲
め
援
助
殊
に
財
政
的
援
助
を
奥

ふ
る

こ
ご
に
な
り
、
我
国
も
之

に
参
加
す
る
に
吝
で
な

い
で
あ
ら
う
が
、
此
の
財
政
的
援
助
は
自
ら
支
那
の
國
際
管
理

時

盤

支
那
の
改
造
オ
國
隙
管
理

第
十
五
巻

(第
二
號

八
七
)

二
三
七

■



臨

論
.

支
那
の
改
造
ご
國
際
管
理

第
十
五
巻

(第
二
號

八
八
)

二
三
入

問
題
を
惹
起
す
る
こ
ε
に
な
る
の
で
あ
る
つ

六

国
際
管
理
は
從
來
既
に
支
那
の
開
枕
、
櫨
視
に
聞
し
て
部
分
的
に
行
は
れ
た
。
海
關
は
孚
世
紀
以
前
よ
り
国
際

管
理
の
下
に
在

っ
紀
か
、
日
清
戦
争
.
北
濡
事
鍵
、
武
漢
革
命
等
の
結
果
海
開
に
劃
す

る
管
理
は
漸
次
強
く
且

つ

廣
く
行
は
る

Y
こ
ε
に
な

っ
た
。外
囲
人
た
る
総
税
務
司
は
久
し
く
關
視
の
徴
牧
を
司
ご
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、

'
.【、
九

一
　
年
の
武
漢
革
命
に
依
り
支
那
政
府

が
関
税
を
捲
保

ご
す
る
外
債
上
の
義
務
を
履
行
す

る
能
は
ざ
る
に
至

レ
し
厨
め
、
列
国
は
自
国
臣
艮
の
有
す
る
債
椹
保
全
の
必
要
上
支
那
政
府
に
要
求
し
て
、
關
椀
牧
支
の
両
樒
を
総

税
務
司
に
委
任
せ
し
む
る
こ
ご
に
な
っ
た
。
此
の
管
理
の
結
果
は
如
何
う
で
あ
る
か
ビ
云
ふ
に
、
關
税
は
今
日
支

那
政
府
の
確
實
な
る
牧
入
ご
な
b
、
清
末
時
代
に
は

一
個
年
二
千
萬
海
開
両

に
過
が
な
か
っ
た
が
、

一
九
二
〇
年

に
は
四
千
九
百
五
十
萬
海
開
両

に
上
り
冨
關
穐
を
櫓
保

ε
す

る
外
債
の
元
利
を
控
除
し
、
街
約
二
千
萬
海
開
両
の

剰
籐
を
支
那
政
府

に
交
附
す
る
こ
ε
を
得
た
o

.

撞
税
は

】
九

一
三
年
四
月
支
那
政
府

ε
日
英
佛
濁
露
五
國
銀
行
團

ε
の
間
に
締
結
し
た
二
千
五
百
萬
膀
の
支
那

改
革
借
歎
契
約
に
依

っ
て
、

回
信
欺

の
推
保
ε
な
り
、

国
際
管
理
の
下
に
厨
す

る
こ
`
に
な
.つ
た
。
「
註
三
」
櫨
視

管
理
の
成
績
は
次
第
に
良
好

ε
な
り
、
清
栄
時
代
に
は
舗
視
牧
人
は

一
個
年
銀

一
千
萬
弗

に
上
ら
な
か

っ
た
が
、

最
近
に
至
っ
て
は
先
.づ
徴
税
費
を
差
引

き
、
次
に
之
を
憺
保
ε
す
る
借
歎
の
元
利
を
支
佛

ふ
.て
も
筒
少
な
か
ら
ざ

9



る
剰
餓
が
あ
駐
、

一
九
二
〇
年
に
は
約
銀
六
千
四
百
萬
弗
を
支
那
政
府
に
交
附
し
た

(も

つ
ε
も
此
中
純
銀
二
千

五
百
萬
弗
は
各
地
方
に
於
.て
督
軍
等

の
爲
め
に
抑
留
せ
ら
れ
中
央

に
迭
ら
れ
な
か
っ
π
ξ
い
ふ
こ
ε
で
あ
る
)。

一
九

一
九
年
春
⊥
海
に
於
て
開
會

せ
ら
れ
た
南
北
和
平
會
議
が
失
敗
に
終

っ
て
よ
り
、
南
北
は
益

々
粟
離
し
兵

孚
憶
む
時
が
な
い
。
斯
く
し
て
支
那
改
造
の
絶
望
的

ε
な
る
に
及
び
、
現

に
成
績
良
好
な
る
部
分
的
国
際
管
理
を

振
賑
し
て
支
那
の

一
般
財
政
場
合

に
依

っ
て
は
贋
く
行
政

に
も
及
ぼ
さ
ん
ε
す
る
の
論
頻
り
に
行
は
れ
、
殊

に
華

府
會
議
開
會
前

に
於
て
熾
盛

で
あ

っ
紀
。
、プ
ラ
ソ
ド
は
曰
く
、

支
.那
に
取

っ
て
何
よ
り
も
必
要
な
る
こ
ご
は
有
力
に
し
て
猫
立
な
る
中
央
政
府
の
建
設
で
あ
る
。
然
る
ε
こ
ろ

此
の
改
造
運
動
は
支
那
内
部
よ
b
起
る
望
が
な
く
、
之
を
支
那
人
に

一
任

し
て
は
恰
も
百
年
河
浦
を
俟

つ
に
等

し
い
。
支
那
を
滅
ウ

よ
り
救
か
に
は
是
非

て
も
外
國
の
干
渉
が
必
要
で
あ
る
が
、
外
國

の
干
渉
は
決
し
.て
目
新

し
い
現
象
で
は
な
く
、
財
政
管
理
の
如
き
は
現
在
行
は
る
》
開
枕
及
び
撞
視
の
管
理
を
今
少
し
く
擾
服
す

る
に

過
ぎ
な

い
の
で
め
る
。

氏
は
甚

し
く
支
那
の
前
途
を
悲
観
し
、
不
正
直
な
る
支
那
人

に
改
造

事
業
を

　
任
す

る
の
絶
劃

に
不
可
な
る
・
.
」

己
を
力
説
し
て
、
支
那
を
救
済
す
る
の
途
は
現
在
以
上
に
国
際
管
理
を
行
ふ
の
外
な
し
ご
す

る
の
で
あ
る
.。
ウ
ッ

、

ド

ヘ
ツ
ド
も
亦
、
將
に
倒
れ
ん
ε
す

る
支
那
を
再
起
せ
し
め
其

の
國
家
的
凋
立
を
恢
復
せ
し
む
る
に
は
馬
列
国
の

、

指
導
を
必
要

ご
し
、
、場
合
に
.依

っ
て
は
行
政
各
部
の
制
限
的
管
理
を
外
囲
人

に
委
ね
ざ
る

ぺ
か
ら
す
ε
し
、
面
し
.

時
.
曲

支
那
の
改
造
ピ
国
際
管
理

第
十
五
巻

(第
二
競

八
九
)

二
三
九

■



ザ

も

時

論

支
那
の
改
造
ε
国
際
管
理

第
†
五
巻

(第
二
號

九
〇
)

二
四
〇

て
過
去
に
於
て
支
那
政
府
は
改
造
の
爲

め
多
数

の
外
囲
人
顧
問
を
招
聘
し
た
け
れ
こ
も
、
常

に
顧
問
の
意
見
を
無

脱
し
た
矯
め
に
其
間
殆
ん
ご
何
等
の
成
績
も
翠
ぐ
る
こ
ご
を
得
な
か
っ
た
。
此
の
経
験
に
鑑
み
今
後
改
造
援
助
の

目
的
を
以
て
列
国
が
提
供
す
る
外
國
人
に
は
、
支
那
政
府
を
し
て
或
る
程
度
の
行
政
権
を
與

へ
し
む
る
こ
ご
を
緊

要
ピ
す
る
旨
を
力
説
し
て
み
る

(氏
の
論
文

殉
。
8
霧
片三
〇
鼠
o
冨
ヨ

∩
窪
目
融
'
は
雑
誌

「
支
那
」
第
十
雀
第
十
五
號
第

十
六
號
第
十
七
號
に
鐸
載
せ
ら

る
)。

昨
年
八
月
末
國
パ
ブ
リ
ッ
ク
。
レ

ツ
ジ
ヤ
ー
紙
上
に
於
て
ワ
イ
、〃
が
、
支
部
の
自
由
ε
凋
立
を
希
望

こ
す
る
列

国
は
国
際
理
事
會

を
組
織
し
支
那
に
封
ず
る
領
土
的
経
済

的
.侵
略
を
防
止
す

べ
し
ご
い
ふ
意
見
を
獲
表
し
、
米
国

・

商
務
卿

フ
ー
ヴ
ァ
ー
も
之
に
賛
成
し
た
三
博
へ
ら
る
、
や
、
頗
る
支
那
人
間

に
物
議
を
生
じ
た
が
、
此

の
国
際
理

事
會
.設
置
案
は
恐
ら
一
米
國
雑
誌
「
亜
細
亜
」
元

一
九
年
三
月
號
に
掲
載
せ
る
紐
育
李
和
協
會
最
終
決
定
委
員
禽

腰
表

の
同
協

會
極
東
國
際
政
策

委
員
會

の
報
告
,註
四
」
に
擦

っ
た
も

の
で
あ

っ
て
、
支

那
を

し
て
將
來

列
国

の
侵
略

よ
り
免

れ

し
め
、
共
和
政
治

の
圓
満
な

る
獲
達

を
圖

る
.爲

め
、
支
.那
を

「
般

的
國
際
管

理

の
下

に
置

か

ん
ご
す

る

も
.
.
の
で

あ
ら

う
。

「註
箏
麹

税
の
圃
源
管
理
に
聞
し
て
ば
支
那
吹
車
借
歎
契
約
第
五
條
の
規
定
が
あ
る
・
同
條
に
曰
く

支
那
政
府
は
外
画
人
の
補
助
な
以
て
本
公
債
の
櫓
保
に
供
し
た
る
支
那
櫨
税
政
入
の
微
瑕
制
度
の
改
革
為
直
ち
に
着
手
す
べ
き
こ
這
か
約
す
其
の

改
革
方
法
11
財
政
部
の
決
定
し
た
る
も
の
に
し
て
左
の
.如
し
.
.

・.

支
那
政
府
爵

政
聾

の
監
督
の
下
・
地
葺

霧

所
護

學

べ
し
霧

所
内
・
稽
羅

所
〔9
・Φ
「
喜

書

籍

。
賊
。・
巴
ρ
幻
。　

重

々
鍛
竜
之
な
翫

ぶ
ろ
に

　
人
の
支
那
人
た

ろ
舩
辮
及

]
人

の
外
國
入
貢

ゐ
會
辮
な
以
て
し
免
許
離

の
機
行
及
取
入
報
告

の
開
製

に
聞

す
ろ
主
た
る

、



、

監
督
機
解

与

絶
て
直
観
地
方

に
稽
核
分
所
奄
置
音
之
を
綻

ぶ
ろ
に
各

一
人
の
支
那
人
及
外
画
人
た

ろ
所
長
な
以
て
し
播

種
の
牧
入
及
保
管

に
付

て
連
帯
責
任
な
負
は
し
む
支
那
人
度
外
画

人
た

る
所
長
井

に
稽
核
研
及
分
所
に
於
て
必
要
な

る
支
那
人
及
外
国

人
た

ろ
減
員
の
任
免
黜
陟
は
穂
辮

の
協
議
ド
依
り
財
政
糖
長
の
認

可
な
得
て
之
心
決
定
す
免
許
註

の
韻
行
な
監
督
し
及
手
数
料
井
盤
税
な
徴
敬
す

る
は
所
長
の
蓮
曹
責
任
た
る
べ
し

盈

蓮
司
茂
在
北
京
稽
核
総
所
に
濁
し
明
細

に
一
切

の
攻
支
な
報
告
す
ろ
亦
同
じ
稽
核
総
研
に
牧
人
の
定

期
報
告

葎
財
政
組
長
に
進
達

し
た
る
後
之

.

祉
公
布
す

.へ
し
.

、

偲
て
各
地
方

に
於

て
盛

税
の
支
挑

に
射
し
.て
蟄

か
研
渡
す
ば
支
那
人
及
外
画

人
た

る
所
長

の
連
署
あ
り
た
ろ
場
合
F
限
り

之
な
爲
す
べ
く
其

故
入

濟

の
牧
人
に
支
那
人
及
外
画
入
た
み
所
長

に
於
て
銀
行
團
又
は
其
の
承
認
し
た

る
寄
託
所

に
於
け

を

支
那
政
府
整

税
攻
入
勘
.」き
中

に
之
な
預
久

し
且
其

の
報
告

ご
照
合
ぜ
ん
む

る
爲
め
之
為
稽
核
総
所
に
報

告
す
べ
し
コ
右
盤

税
取
入
勘
定
L
に
総
辨
及
會
辮

の
連
署
み
り

た
る
場
合

に
限
り
之
な

引
出
す
べ
く
総
辨
及
會
辮
は
播
税
政
入
な
櫓
保

さ
寸
.ろ
諸
種

の
債
務

に
封

ず
る
優
先
槽
な
保
存
ず

る
の
責
任

な
有
す

本
公
債
元
利

の
支
辨
心
確
質

に
履
行
ゆ
る
限
り
弦

長
規
定
す
ろ
盟

税
制
度
に
封
ず
る
干
渉

な
爲
す

ご

ミ

な
か
ろ
べ
し
・:
・
・
:
.
・
:
:
:
・
:
:

「
註
四
」極
東
圃
際
政
策
委
員
會
が
其

の
報
告

中
に
提
議

す
る
国
際
極
東
委
員
曾
に
日
支
英
佛
米
譜
國
の
代
表
者
な
以
て
組
織
し
現
在
外
國

の
干
渉
叉
に

管
理

に
依

っ
て
毀
損
ゼ
ら
れ

つ
あ

る
総

て
の
支

那
の
領
土
及
固
有
椹

た
支
那

・ト
国
取
冠
し
む

ろ
こ
ε
な
最
終

目
的
「こ
マ
但
支
那
が
(
イ
垂

固

ト

し
て
眞

正
な

る
代
議
政
治

の
樹
立

(
ロ
)
近
代
主
義

ド
則

ろ
民
刑
事
法
典

の
編
纂

(
ハ
)
完
全
な
る
司
法
制
度
の
糧
達

(
二
)
公
平
な

ろ
租
税
制
度

の
確

立
等
の
條
件

々
充
た
す
ま
で
此

の
国
取

融
延
期
し
同
委
負
曾
ば
列
圃
た
し

天
支
那
に
於
て
租
借
占
領
等
に
佼

っ
て
獲

に
ろ
地
方
な
適
嘗
な

る
時
期

忌
於

て
還
附
す
み

こ
ε
為
納
ぜ
し
め
而
し
て
此
等
話
國

に
代

っ
て
.一
時

的
に
其

の
地
方
の
行
政
捻
管
理
し
惜
歎
の
み
塚
ら
φ
・鐵
溢
鎖
山
其
他

の
濁

占
的
灌
利

の
許
奥

海
監
督
し
司
法
制
度

の
改
善

に
助
力
す

る
こ
こ
等

々
其

の
任
務

ざ
す

ろ
の
で
あ

み
。

七

ノ

以
上
は
支
那
人
が
腐
破
堕
落
し
、
政
治
的

に
無
能
力

で
あ
り
、
凋
力
に
て
は
到
底
有
力
且

つ
安
固
な
る
政
府
を

樹
立
し
維
持
し
得
ざ
る
こ
ε
.を
前
提
ε
し
て
の
議
論
で

あ

る
.
支
那
人
中

に

も
國
際
管
理
已
む
を
得
ぬ
ε
考

ふ

る
者
も
あ
る
け
れ
こ
も
多
く

は
之
に
反
劃
し
、
昨
秋
国
際
管
理
が
華
府
會
議
透

間
.題
π
ら
ん
ざ
す
る
の
風
説

あ

る
や
、
支

那
の
輿
論
沸
騰
し
、
.支
那
政
造
は
支
那
人
の
白
壁

し
俟
た
ね
ば
な
ら
沌
、
國
際
管
理

の
如

き
は
支

那
人

の
自
畳
の
向
上
に
望
を
絶

っ
て
始
め
て
唱
道
す

べ
く
、
始
め
て
實
行
す

べ
き
も
の
で
あ
る
ε
い
ふ
者
が
少
く
な
か

時

論

支
那
の
改
造
3
国
際
管
理
.

第
十
五
巻

(第
二
號

九
一V

二
四
一

r
一

■



'

,

.

時

論

支
那
の
改
造
ピ
国
際
管
理

錦
十
五
巻

(第
二
競

九
一一)

、二
四
二

つ
た
。
此

の
支
那
人
頼
む
に
.足
ら
す

ε
す
る
説

ξ
支
那
人
頼
む
に
足
る
ざ
す

る
読
ご
、
孰
れ
が
當
を
得

た
る
や
は

別
問
題
ご
じ
て
、
兎
に
角
華
府
會
議
に
於
て
は
「
支
蔀
人
は
支
那
人

に
」
ピ
い
ふ
根
本
主
義
を
認
め
、
從

っ
て
極
東

條
約
調
印
國
は
支
那
の
圭
椹
凋
立
井

に
領
土
的
行
政
的
保
全
を
愈
重
す

る
こ
ご
を
約

し
、
支
那
に
於
て
有
力
且
つ

安
固
な
る
政
府
を
樹
立
す
る
こ
ご
を
支
那
人
に

一
任
し
、
唯
必
要
あ
る
場
合

に
最
も
完
全
且

っ
障
害
な
ぎ
機
曾
を

與

ふ
る
を
以
て
満
足
す

る
こ
ご
に
な

っ
た
。
大
卒
洋
及
ぴ
極
東
問
題
委
員
會

に
於
て
、
委
員
長

ヒ
ェ
ー
ス
は
此

の

問
題
に
關
し
て
左
の
如
き
意
見
を
陳
述
し
た
。

本
委
員
會

は
ル
ー
ト
決
議
案
第
二
項
の

「
支
那
に
謝
し
有
力
且
つ
安
固
な
る
政
府
の
樹
立
及

び
維
持
の
爲
め
最

も
完
全
に
し
て
且

つ
障
害
な
き
機
曾
磐
與

ふ
る
こ
ご
」
に
同
意
し
た
。
余
は
之
は
濁
り
誓
約
を
寫
す

に
止
ま
ら

す
、
文
責

に
支
那
が
濁
力
に
て
有
力
且

つ
安
固
な
る
政
府
を
樹
立
維
持
し
得
る
こ
ε
を
承
認

し
陀
も
め
で
あ
る

ε
信
ず

る
。
是
は
支
那
自
身
に
於
て
駕
す

べ
き
こ
ε
で
あ
っ
て
、
他
國
政
府
は
軍
に
支
那
を
し
て
其

の
目
的
を

達
す
る
機
會
を
得
せ
し
む

べ
ざ
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
目
的
を
達
す

る
に
は
柑
當
の
年
月
を
待
た
ね
ば
な
ら
組
。

支
那
の
獲
達
は
長
き
年
代
の
経
過
を
待
た
ね
ば
な
ら

諏
』
性
急
な
お
吾
人
は
忍
耐
せ
ね
ば
な
ら
諏
。
強
制
を
加

ふ
る
時
は
到
底
此
の
大
事
を
駕
し
遂
げ
る
こ
ε
は
出
車
な
い
。
支
那
の
爲
し
遂
げ
る
の
を
待

つ
間
干
渉
す

る
の

意
思
な
く
、
只
援
助
せ
ん
ご
す

る
希
望
を
有
す
る
の
み
で
あ
る
。
暴
れ
が
實
に
本
會
議

の
精
神
で
あ
り
、
列
国

の
希
望
し
て
已
ま
ざ
る
ε
こ
ろ
で
あ
る
。

噛

■



●
、

・
9

.

帥
ち
支
那

の
猫
立
尊
重
、
不
干
渉
を
原
則
ざ
す
る
の
で
あ

っ
て
、
列
国
は
(支
那
を
含
む
)更

に
進
ん
で
極
東
條

約
第

二
條

に
依
り
、
如
上
の
原
則
に
違
背
し
若
く
は
之
を
害
す

べ
き
如
何
な
る
條
約
協
定
取
極
或
は
了
解
を
相
互

間

に
叉
は
各
別
若
く
は
協
同
に
他
の

一
國
若
く
は
撒
國
ご
締
結
せ
ざ
る
べ
き
こ
ε
を
約
定
し
た
。
從

っ
て
極
東
條

約
が
効
力
を
有
す

る
限
り
、
列
國
は
支
那
に
迫

っ
て
新
に
国
際
管
理
を
行

ふ
こ
巴
を
得
ざ
る
こ
ビ
に
な

っ
た
。
.

汎

上
述
の
如
く
極
東
條
約
第

[
條

に
依
り
列
國
は
支
那
の
濁
立
を
曾
重
す

る
ε
同
時
に
、
支
那
改
造
の
爲
め
に
有

形
無
形
の
援
助
殊

に
財
政
上
の
援
助
を
奥

ふ
べ
き
こ
ご
を
約
し
た
が
、
此
程
の
援
助
帥
ち
改
造
資
金
の
供
給
は
四

囲
銀
行
團

に
依

つ
で
爲
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
然

る
・し
こ
ろ
支
那
の
外
債
を
引
受
け
改
造
資
金
を
供
給
す

べ
き
四
國

.

銀
行
團
は
關
税
又
は
瘤
税

(關
視
は
近
(
現
實
五
分
ε
な
り
次
て
従
僧
二
分
五
厘
の
附
加
税
の
徴
牧
に
依

っ
て
措

保
力
を
大
に
増
加
す
る

こ
ご
に
な
る
)
が
外
債
の
措
保
π

る
以
上
、
現
に
行
は
る
》
ε
こ
ろ
の
管
理

に
依
頼
し
て

債
権

の
保
全
を
圖
り
得

る
け
れ
こ
も
、
.若
し
其
他

の
租
税
を
捲
保

ε
す
る
場
合
に
は
、
新
に
此

の
租
挽
に
關

し
て

管
恐
を
要
求
す

る
で
あ
ら
う
。
省
文
進

ん
で
は
外
債
資
金

の
支
出
の
管
理
に
閲
し
て
も
新
な
る
要
求
を
提
出
す
お

で
あ
ら
う
。
現
在
櫨
税
に
關
し
、
之
を
櫓
保

ε
す

る
外
債
資
金
の
支
出

に
就

き
管
理
の
方
法
が
設
け
ら
れ
て
る
け

れ
こ
も
、
實
際
効
力
が
な

い
や
う
で
あ
る
か
ら
、
四
國
銀
行
團
は
將
來
の
外
債
に
關
じ
て
、

一
層
有
効
な
る
管
理

の
方
法
を
設
C

べ
く
支
那
政
府
の
承
諾
を
要
求
す

る
で
あ
ら
う
。
「駐
五
」

時

論

支
那
の
改
造
ε
国
際
管
理

.

第
十
五
巻

(第
二
號

九
三
)

二
四
三

.

」
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時

誰

.支
那
の
改
造
こ
圃
際
管
理

第
十
五
巻

(第
二
號

九
四
)

二
四
四

曾
て

一
九

一
三
年
四
月
の
支
那
散
華
借
款
成
立
の
際

支
那
政
府
は
櫨
税
管
理

に
關
す

る
五
國
銀
行
團
の
要
求

を
以
て
支
那
の
凋
立
を
侵
害
す

る
も

の
・し
し
て
極
力
反
…謝
し
、
ク
リ
ス
プ
借
款
を
起
し
た
の
は
實
は
五
國
.銀
行
團

牽
制
の
矯
め
で
あ

っ
た
O
來

る
べ
き
四
國
銀
行
團
の
管
理
の
要
求

に
も
容
易
に
同
意

せ
な

い
で
あ
ら
う
。
然
し
此

の
要
求
は
極
東
條
約
調
印
國

の
要
求
で
は
な
く
、
西
國
銀
行
團
の
要
求

起
過
ぎ
皿
か
ら
、
極
東
條
約
第

一
條
及
び

第
一
.一條
に
直
接
砥
燭
す
る
ご
は
云
は
れ
ま

い
。
け
れ
こ
も

晶
九
二
〇
年
十
月
の
封
支
倍
数
團
規
約
に
依
れ
ば
、
四

國
銀
行
團
は
其
の
本
國
政
府

よ
b
同
規
約
.に
依
る

一
切
の
活
動
に
.つ
き
完
全
な
る
支
持
を
受
け
、
日
英
米
佛
四
囲

政
府

ざ
密
接
な

る
關
係
が
あ
る
。
從
っ
て
銀
行
團
が
借
款
に
關

し
支
那
の
猫
立
を
侵
害
す
る
が
如
き
要
求
を
提
出

す

る
こ
ご
も
、
支
那
政
府
が
之
に
慮
す

る
こ
ご
も
、
共

に
精
神
的

に
は
極
東
慷
約
第

　
係
及
び
第
二
條
違
反
で
あ

る
ε
去
は
れ
の
こ
ご
は
な
い
。
然
し
四
国
銀
行
團
は
楼
利
の
立
場
を
離
る

、
こ
ε
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
.、
若
し

極
東
條
約
違
反

の
故
を
以
て
債
擢
保
全
に
必
要
な

る
管
理
を
行
ふ
こ
ε
を
許
さ
れ
、諏
な
れ
ば
、
支
那
政
造

に
必
要
.
.

な
る
資
金
の
供
給
を
拒
む
で
あ
ら
う
。
事
弦
に
至
れ
ば
、
支
那
の
改
造
は
庶
幾
し
得
ら
れ
戯
こ
ε
に
な
り
、
極
東

條
約
第

一
條

の
封
支
援
助
に
關
す
る
規
定

は
全
一
室
丈
に
錦
す
る
こ
ε
に
な
る
。
斯
く
の
如
き
は
蓋

し
華
府
會
議

一

の
趣
旨

に
副
ふ
も
の
で
な
い
か
ら
、
.四
囲
銀
行
團

の
要
求
す
る
管
理
は
極
東
條
約
違
反
で
な

い
ご
解
繹
せ
ら
れ
、

今
後
支
那
が
借
欺
を
駕
す

に
伴

ふ
て
國
際
管
理
は
漸
次
濃
厚
こ
な
δ
で
あ
ら
う
。

果
し
て
然
ら
ば
、
國
際
管
理
は
極
東
倹
約
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
制
限
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
ズ
「
其
の
下
に
於
て

.

の



'

も
荷
今
日
以
上
に
振
大
さ
れ
る
ご
、ご
が
あ
サ
徹
る
の
で
あ
る
が
、
若
し
実
れ
支
那
が
今
後
依
然
`
し
て
内
訌
を
続

け
、
支
那
人
の
.力
を
以
て
し
て
は
和
平
統

一
遂
に
望
な
き
こ
ε
明
ζ
な
る
場
合
に
は
如
何
う
で
め
ら
う
。
支
那
に

」
は
無
限
な
る
天
然
資
源
が
あ
り
、
其
の
開
獲
は
欧
米
諸
国
が
焦
慮
し
つ
エ
あ
る
隊
開
廷
て
は
世
界
の
経
済
的
復
興

に

取
っ
て
喫
緊
事
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
諏
。
然
る
に
絶

へ
ざ
る
兵
争

の
爲
め
天
與
の
大
富
源

が
空
し
く

閉

鎖

せ

ら

れ
、
其
の
利
用
が
許
さ
れ
沁
こ
ε
.は
實

に
世
界
人
類
の
大
不
幸
事
で
あ

る
か
ら
、
列
国
は
長
く
之
を
不
問
に
附
す

る
こ
ε
は
あ
る
ま

い
。

ヒ
ユ
レ
ス
は
上
述
の
如
.く
、
大
卒
洋
及
び
極
東
問
題
委
員
會
に
於
て

「
支
那
改
造
に
聞
し

て
目
的
を
達
す
右
に
は
柑
當
の
年
月
を
軽
愚

せ
ね
ば
な
ら
粗
」
、
「
支
那
の
獲
達
は
長
き
時
代
の
脛
渦
を
待
た
ね
ば

な
ら
源
」
ビ
述

べ
て
み
る
が
、
「
相
當
の
年
月
」
ε
か

「
長
き
時
代
」

ε
は
抑
も
幾
何
の
歳
丹
を
指
す
の
で
あ
ら

う
か
。
動
國
は
今
後
非
常

に
畏

い
期
間
拱
手
し
て
支
那
の
混
観
、
蕪
争
を
傍
観
す
る
で
あ
ら
う

か
つ
否
撫
窮
迫
せ

る
世
界
の
事
儒
は
愁
ら
一
之
を
許
さ
な

い
で
あ
ら
う
。
支
那
の
内
胤
街
久
し
き
に
亘
ら
ば
、
世
界
の
共
蓮
利
盆
の

爲
め
、
列
國
は

一
時
支
離
の
濁
立
を
犠
牲
に
し
て
も
,
廣

く
國
際
管
理
を
行
は
ル
ご
す
る
時
節

が
到
來
す

る
で
あ

ら
う
9

「註
五
」
「
空

三
年
四
月
の
支
那
吹
落

款
契
約
第
+
四
條
に
依
り
五
画
鋲
緑
園
隻

那
政
難

し
馨

計
院
該

け
し
め
而
し
て
公
墳
墓

の
支
出

監
督

の
爲

み
に
圃

憤
局
長

`
し
て
支

那
人

ε
共

に
外
國
人
な
便
用

ぜ
し
む
る
こ
ピ
に
な
っ
た
。
然

る
こ
こ
ろ
支
那
政
府
に
言

な
左
右

に
托
し
て
有

効
な

る
監
督
な
妨
害
ぜ
し
か
ば
外
国

人
た

る
国
債
局
長
ば
只
員

に
借
11
る
の
み
こ
な

っ
て
本
借
欺

の
目
的
の

一
で
あ
る
軍
隊
解
散
に
供

ぜ
ら
る
べ

細
三
百
萬
湧

の
金
に
濫
毀
せ
ら
れ
關
係
支
那
官
吏
の
私
腹

奄
肥
す
に
過
ぎ
祉
か
つ
た
。

,

時
.
論

支
那

の
改
造

ξ
国
際
管
理
.

、

辮

十
五
巻

(第
ご
號

九
五
)

二
四
五



時
.

論

支
那
の
改
造

こ
国
際
管
理

第
十
五
巻

(第

二
號

九
六
)

二
四
六
.
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昨
年
充
華
府
會
議
に
於
て
支
誘

國
際
管
理
が
議
題
ざ
な
ら
ん
ε
す
る
の
風
説
み
る
や
、
梁
啓
超
は
北
京
に
於

け
・
蕃

席
吉

於
て
反
藷

を
公
に
し
て
大
笹

人
の
荘
摩

惹
い
た
。
懸

外
国
の
重

す
・
支
那
の
財
政

全
般

に
亘
る
國
際
管
理
は
、
其
の
實
行
の
任
に
當

る
爬
き
多
数
の
外
囲
人
を
得
難
き
こ
ε
、
列
国
間

に
軋
轢
を
起

し
易
く
紅
裏
協
同
を
保
ち
難
き
こ
亡
、
国
際
.管
理
を
行

ふ
に
は
列
国
は
大
兵
を
支
那
に
派
遣

し
遍
ね
く
各
地
方
に

駐
屯
せ
し
め
て
支
那
人
を
威
歴
せ
ね
ば
な
砂
舟
こ
ざ
、
の
諸
勲
よ
り
し
て
其
の
實
行
難
を
説
き
、
更

に
進

ん
、で
此

の
困
難
を
冒
し
て
迄
も
国
際
管
理
を
實
行
せ
ね
ば
な
ら
の
必
要
な
し
ε
し
、
而
し
て
.末
段
に
於
て
實
除
外
国
入
は

支
那
人
に
代

っ
て
支
那
を
改
造
す
る
の
能
力
を
腐
せ
す
、
.国
際
管
理
は
支
那
に
害
あ
る
も
盆
な
し
、
支
那
の
こ
ご

は
支
那
人
自
ら
之
を
解
決
す

べ
し
重
て
支
那
人
に
警
告
し
、
其

の
獲
奮
努
力
を
求
の
た
。
氏
が
国
際
管
理
に
不
孝

不
満

で
あ
る
の
は
自
尊
心

に
富

め
る
支
那
国
民
ε
し
て
尤
も
千
萬
の
こ
ご
で
あ
る
。
け
れ
こ
も
、
支
那
が
混
鑑
不

統

一
の
乱
飲
を
縫
檀
し
、
満
天
下
の
者
に
依

っ
て
期
待
せ
ら
.る
＼
改
造
に
無
能
力
な
る
こ
ぜ
を
暴
.露
す
る
に
於
て

は
、
列
国
は
支
那

の
覚
め
、
同
時
に
彼
等
自
身
の
利
益
の
爲
め
に
支
那
人
の
反
蜀
を
無
観
し
て
張
歴
的
干
渉
の
手

を
延

べ
、
、
国
際
管
理
に
向

っ
て
歩
武
を
進

め
今
こ
蓬
に
な
る
で
あ
ら
う
。
現
在
支
那
人
の
爲
.さ
ね
ば
な
ら
漁
こ
`

は
、
.徒

に
国
際
管
理
を
非
難
し
其

の
鉄
黙
を
指
摘
す

る
こ
ご
で
は
な
く
、
列
国
を
し
て
国
際
管
理
を
必
要
な
り
ε

減
量
し
め
ざ
る
や
う
、
自
ら
通
常
な
る
時
局
解
決

の
方
法
を
講
ず
る
・ヤ
ε
で
あ
る
。

9



私
は
支
那
改
造
は
支
那
人

の
自
畳
に
待
た
ね
ば
な
ら
粗
、
外
国
は
事
情

の
許
す
限
り
之
に
干
渉
す

べ
き
で
な

い
,

ご
い
ふ
立
場
よ
り
、
.従
来
支
那
の
凋
立
擁
護
論
者
ε
な
り
、
支
那
を
我
国
の
指
導
管
理
の
下

に
改
造

せ
ん
こ
ご
を

目
的

ご
す
る
、
謂
は
ゆ
る
「
第
五
項
」
に
反
芻
し
、
更
に
現
在

の
ざ
こ
与
國
際
管
理
に
も
賛
成
せ
す
、
支
那
人
の
獲

奮
努
力
に
依

っ
て

一
日
も
早
く
支
那
の
相
半
統

「
が
實
現
せ
ら
れ
、
支
那
改
造
が
支
那
人
自
身
の
手
に
依

っ
て
貴

行

せ
ら

る

＼
こ
ご
を
希
望
し
て
已
ま
鼠
。
然
し
今
後
支
那
人
の
爲
す
ま

＼
に
放
任
し
て
は
支
那
改
造

の
前
途
に
全

く
光
明
を
認
む

る
こ
ご
能
は
ざ
る
に
至
る
時
は
、
極
東
保
全
の
責
務
を
痛
威
し

つ
、
あ
る
日
本
国
民
の

一
人
ご
し

て
最
早
黙
潰
す

る
こ
ε
が
出
來
な

い
。
私
が
理
想
ε
す
る
日
支
の
政
治
的
経
済
的
提
携
ε
は
背
馳
す

る

け

れ

ご

も
、
世
界

の
共
通
利
金
の
爲
め
に
、
廣
汎
な
る
国
際
…管
理
に
賛
成
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
こ
ε
に
な
る
で
あ
ら
う
。

、 「

墨

時

論

支
那
の
改
造
ピ
国
際
管
理

第
十
五
巻

(第

二
號

・
九
七
)

二
四
七
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